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楽しかった
常陸の海！

家族サービス 骨休み 
色々あった！？２日間
▲大満足の子ども達と、帰りの運転・長距離乗車に備え気合い充分？の皆さん
東日本青年部は去る８月２～３日、茨城県ひたちなか市の「阿字ヶ浦海水浴場」において夏季交流会を開催しました。今年は新規加入をした仲間をはじめ、家族、ＯＢ、共闘の仲間など３０名の参加となり大変賑わいました。
両日とも雨は降らなかったものの少し肌寒い陽気ではありましたが、子ども達は冷たい水も気にせず元気に泳ぎ回り、メタボなお父さんも負けずに海水浴やビーチバレーを楽しみましたが燃費切れとなり？陸に上がりバーベキューとなりました。
因泥青年部長の乾杯の挨拶に続き、水戸地本から駆け付けて下さった佐藤委員長より国鉄闘争の現状について話しをされ、共に組織拡大に全力を上げていこうと青年部に激励をいただきました。日頃はなかなか会えない仲間とじっくりトークを楽しむ者、新しい仲間との交流を深める者、いびき対策の隔離部屋で大音響を轟かせる者・・・それぞれの仲間が思い思いの時間を過ごしました。

今回の青年部夏季交流会にあたり、無理な注文にも拘らず快く聞いていただいた「たからや旅館」の皆さん、「海の家こめや」の皆さん、いつも参加と激励をいただいている江ノ電労組の皆さん、そして水戸地本執行部の皆さん、大変お世話になりました。紙面を借りてお礼申し上げます。
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廃線危機から救われた「おらが鉄路」～湊線～

阿字ヶ浦海岸は常磐線の勝田駅から「ひたちなか海浜鉄道」に乗換えて３０分のところにあります。同鉄道は全長１４キロの小さな鉄道で地元の重要な足として地域をあげて存続運動を展開しています。

のどかな風景の中をのんびり走る姿は、廃止が相次ぐ関東ローカル私鉄の中でも大変貴重な存在です。お出かけの際にはぜひ乗車を！






